
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

45

0.5

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

公文書管理に関する諸課題を毎年度設定し、当該課題について民間企業や諸外国等の実態調査を行い、それぞれのベストプラクティスを踏まえ、日本の公文書管理制度の在る
べき姿の検討に活用する。本事業を通じ、公文書管理に関する諸課題について有識者の議論も踏まえた上で幅広く調査検討を行い、報告書にまとめる。
また、新たな国立公文書館の建設に向けて、令和3年5月には「新たな国立公文書館建設に係る実施設計」を取りまとめ、建物についての方向性が示された。令和３年度から開催
している「魅力ある新国立公文書館の展示・運営の在り方に関する検討会」において、展示・運営の在り方について検討を進めている。

実施方法 直接実施、委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 0.4 8

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

15 15 15 49 52

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 15 15 15 49 52

- - -

-

平成20年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

2023 府 22 0001

内閣府

政策 １．公文書管理

事業の目的
（5行程度以内）

公文書等の管理に関する法律（以下「公文書管理法」という。）に基づき、「行政の適正かつ効率的な運営」及び「国等の諸活動を現在及び将来の国民に説明する責務の全う」とい
う公文書管理法の目的を果たすため、その時々の公文書管理の課題に応じて民間企業や諸外国等の実態調査等を行い、より充実した公文書管理の制度の運用を図ることを目
的とする。

公文書管理課 課長　坂本　眞一

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

公文書等の管理に関する法律（平成21年法律第66号）
関係する

計画、通知等
-

事業名 国立公文書館の展示・運営の在り方等に関する調査検討経費 担当部局庁 大臣官房 作成責任者

事業開始年度

施策 １．公文書管理の適正な実施

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www8.cao.go.jp/hyouka/r4bunseki/r4bunseki-19.pdf

(目)

事業概要URL
https://www8.cao.go.jp/chosei/koubun/shinkan/shinkan.html

(項)

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 49

48

53%

0.5

執行率（％）
=(G)/(F)

3% 53%

公文書等管理政策費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝

主な増減理由（・要望額・予備費）

3%

令和6年度要求

(目)

(目)

3

(目)

0.6 0.6

3

諸謝金

職員旅費

委員等旅費

庁費

その他

52

公文書管理の制度の検討を行うにあたっては、デジタル化の進展や公文書の利用に対するニーズの多様化という潮流も踏まえる必要がある。
また、新たな公文書館が、国の歴史の象徴としてふさわしく、世界に誇れる施設として運営されるよう、機能や体制の段階的な整備を早急に進める必要があるとの「世界に誇る国
民本位の新たな国立公文書館の建設を実現する議員連盟」から緊急要請を受けている。

令和6年度要求

-

-

-



目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果

埋蔵文化財調査の必要性が確認されたこと等により新たな国立公文書館の完成時期が２
年遅れることとなったが、令和３年５月には実施設計をとりまとめた。また、令和４年度は、
展示と運営の在り方を検討する検討会での議論を加速させ、ソフト面の検討及び必要な調
査を行った。国費投入の必要性、事業の効率性、事業の有効性は、いささかも変わらないと
思料する。

-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

-

1- 1

成果実績

-

目標値 - -

- -

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

1

令和３年度から実施している検討会に関する調査テーマとして、国内外の類似施設調査を含む新たな国立公文書のあるべき姿を検討するために必要な情報を調
査しているため、成果目標として、新たな国立公文書館での展示・運営の在り方の検討を設定。

-

令和５年度は展示・運営の基本構想のとりまとめ等に必要な情報収集・類似施設調査等を行うこととし、検討に当たっては、引き続き適正な予算の執行、事業の成
果の検証に努める。

-％

事業に関連する
ＫＰＩが定められ
ている閣議決定

等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

-

-

日本の公文書管理制度のあるべき姿を目指しているため、より充実した公文書管理の制度の運用を成果目標として設定。

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

展示基本計画の策定、検討会での運営についての議論

令和2年度 令和3年度

-

- 年度

より充実した公文書管理の制度の運用 -

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

公文書管理の適正化に向けた調査検
討の実施

調査テーマは毎年異なり、定量的な活動
指標を比較することに関連性はないが、
公文書管理の在り方調査対象（国内法人
調査、海外調査）の実績

活動実績

年度

- -

定量的な成果指標 単位

件 -

目標年度
令和4年度

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 件

- -

1

活動目標 活動指標

-

達成度 ％

新たな国立公文書館での展示・運営の
在り方の検討

-

成果実績 - - -

-

改善の
方向性

事業所管部局による点検・改善

国内外の参考事例や実態を把握するための文献・実地調査等の実施

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

文献・実地調査等の結果をもとに、公文書管理制度の見直しの検討を行っている。

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

文献・実地調査等の結果をふまえて公文書管理制度の検討や新たな国立公文書館の展示・運営の在り方に向けた検討を行っているが、それらの調査結果がど
のように反映されたかは、定量的な評価になじまないため。

- - - -

目標値 - - - -



-

外部有識者の所見の確認を行い、効果的･効率的な事業の実施に努めることとし、効率的に執行した実績を概算要求に反映させること。

外部有識者の所見

調査研究はアウトカム指標の設定や管理にはなじまないので、アウトカムの設定が困難であるとする担当部局の主張は妥当性がある。

0001

2021 府

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0001

-

-

令和2年度 内閣府 0001

0001

令和4年度 2022 府 21

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 0002

平成29年度 0001

令和3年度

平成27年度

内閣府

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 0005

平成25年度 0002

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

　平成29年度には基本計画、令和元年度には基本設計を策定する等、所要の準備を着実に進めてきたところであるが、令和２年度は、建設予定地に埋蔵文化財が発見され、これにより新たな国立公文書館の完成が遅れる見込みとなり、開館に向けたスケジュールの修正、関係各所との調整や諸課題の整理を行ったため、結果として、執行率が低くなった。令和３年度は、５月に実施設計

が取りまとまり、これによりハード面の検討に区切りがついたため、７月に外部有識者からなる「魅力ある新国立公文書館の展示・運営の在り方に関する検討会」を立ち上げ、ソフト面（展示・運営）の検討を進めるべく、検討会を３回実施した。令和４年度は、検討会における議論を進めるため、有識者ヒアリングや類似施設調査・視察等を実施した。令和５年度は、展示基本構想、展示基本

計画の策定等に必要な情報収集・海外の類似施設調査・視察等を行うこととし、委託調査を実施している。令和６年度は、運営面での強化や展示基本設計の策定等に必要な情報収集・類似施設調査等を行うこととし、今次概算要求に所要の予算を計上した。検討会では今後も議論を行い、展示基本設計(令和６年度)、展示実施設計(令和７年度)を策定する予定である。新館建設に向けて

の検討の状況について、一層丁寧な説明に努めるとともに、適切な予算執行を行ってまいる所存。

現状通り

現状通り

0002

平成30年度 0001

平成23年度 0006

平成26年度 0002

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況



　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 5.1 計 1.5

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務費 魅力ある新国立公文書館の展示・運営の在り方に関する検討会に係る調査
業務、海外公文書等現地調査、ヒアリングの工程調査等業務 5.1 その他 旅費 1.5

内閣府

8.2百万円

【一般競争契約（総合評価）等】

【直接】

【直接】

【一般競争契約（最低価格）】

【少額随意契約】

A（株）乃村工藝社

5.1百万円

B 個人15名、代理店２社

2.2百万円

D 扶桑速記印刷（株）

0.2百万円

E （株）福本園

0.0百万円

C 個人８名、麹町税務署

0.7百万円

［調査業務］

［職員旅費］

［会議出席謝金、委員等旅費］

［速記料］

［飲料等の提供］



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

E

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た
理由及び改善策

（支出額10億円以上）

1 株式会社福本園 4013301011504
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会飲料等
の提供

0
随意契約（少

額）
- -

同種の他の契約の予定価格を類推さ
せるおそれがあるため落札率は公表し
ない

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

3 -
同種の他の契約の予定価格を類推さ
せるおそれがあるため落札率は公表し
ない

1 扶桑速記印刷株式会社 9010001027784
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会速記料

0.2
一般競争契約
（最低価格）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た
理由及び改善策

（支出額10億円以上）

-

- -

10 個人J -
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会出席謝
金

0 その他 - -

- - -

9 個人I -
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会出席謝
金

0 その他 -

8 個人H -
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会出席謝
金

0 その他

-

7 個人G -
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会出席謝
金

0 その他 - - -

- -

6 個人F -
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会出席謝
金

0 その他 - -

- - -

5 個人E -
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会出席謝
金

0 その他 -

4 個人D - 現地調査 0.1 その他

-

3 個人C - 現地調査 0.1 その他 - - -

- -

2 個人B - 現地調査 0.1 その他 - -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た
理由及び改善策

（支出額10億円以上）

1 個人A - オーストラリア国立公文書館の視察（令和
５年３月２０日）の通訳にかかる業務謝金

0.1 その他 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

10 東武トップツアーズ株式会社 4013201004021 現地調査 0.1 その他 - - -

- -

9 東武トップツアーズ株式会社 4013201004021 現地調査 0.1 その他 - -

- - -

8 個人D - 現地調査 0.1 その他 -

7 個人C - 現地調査 0.1 その他

-

6 個人B - 現地調査 0.1 その他 - - -

- -

5 個人A - 現地調査 0.1 その他 - -

- - -

4 株式会社霞が関トラベル 6010001013886 現地調査 0.4 その他 -

3 株式会社霞が関トラベル 6010001013886 現地調査 0.4 その他

-

2 株式会社霞が関トラベル 6010001013886 現地調査 0.4 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た
理由及び改善策

（支出額10億円以上）

1 株式会社霞が関トラベル 6010001013886 現地調査 0.4 その他 - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

- -
同種の他の契約の予定価格を類推さ
せるおそれがあるため落札率は公表し
ない

2 株式会社乃村工藝社 4010401023652
海外公文書等現地調査、ヒア
リングの工程調査等業務

0.3
随意契約（少

額）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となっ

た
理由及び改善策

（支出額10億円以上）

1 株式会社乃村工藝社 4010401023652
魅力ある新国立公文書館の展示・運
営の在り方に関する検討会に係る調
査業務

4.7
一般競争契約
（総合評価）

2 -
同種の他の契約の予定価格を類推さ
せるおそれがあるため落札率は公表し
ない

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率


	行政事業レビューシート

